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事業名：令和4年度地域内フィーダー系統令和４年４月１日事業開始

事業の今後の改善点

実施状況、目標・効果の達成状況

生活交通確保維持改善計画

目的・必要性

定量的な目標・効果

事業・実施主体

確保・維持する系統の概要

評価項目

前回の評価結果

基礎データ

【地域内フィーダー系統】
〇最上町予約制乗合バス
・運行事業者：最上町
・系統数：4系統
・運賃：1回300円
（70歳以上200円、小学生150円）
・運行日：土日祝日年末年始を除く平日

人 口：8,204人 （令和3年3月末現在）
面 積：330.24平方キロメートル 高齢化率：40.3％（令和2年9月末現在）
協議会開催数：協議会3回、分科会1回（令和3年10月～令和4年9月）

・予約制乗合バスのパンフレットを作成し、全戸配布
・高齢者サロン等へ訪問し、予約制乗合バスの説明会を実施
・利用者の声を毎月とりまとめ、予約制乗合バスの運行の改善を図る

【目標】
年間輸送人員：8,000人（全体）、収支率：6％、最上町負担額：18,800千円
【効果】
・公共交通を整備することにより、高齢者の外出を支援し、通院や買い物など日常
に必要な移動手段が確保される。
・高齢者の外出機会増大により、町内での買い物等により地域活性化につながる。
・自宅と目的地を直接結ぶことで、利用のし易さにつなげ、高齢者の免許返納を促
す。

高齢化が進む中、移動手段について自家用車が主体となっているが、高齢者
の交通事故が多発する昨今、高齢者を始め公共交通を必要とする方へのきめ
細かな対策がますます重要となる。特に、高齢者の外出支援をはたす公共交通
は生活インフラそのものである。町内高齢者を主体に、通院や買い物・交流の
場への移動を支援し、高齢者の外出を支援する主たる手段としての公共交通を
確立していくことを目的とする。

【実績】 東エリア(赤倉堺田方面）：利用者数3,520人、収支率8.6％、負担額：5,134千円
東エリア(満沢方面） ：利用者数571人、収支率7.21％、負担額1,267千円
前森黒沢エリア、月楯萱場エリア（最上町）：

利用者数1,105人、収支率3.1％、負担額：7,116千円
西エリア(最上町）：利用者数2,413人、収支率7.37％、負担額：6,747千円
合計：利用者数7,609人、収支率6.22％、負担額：20,264千円 （達成率102％）内訳：Ａ：1件、Ｂ：2件、C：1件

【達成状況（結果）】

令和4年度からの新規補助対象系統のため、前回事業評価なし。

【評価】

予約制乗合バスについて、目標人員に届かなかった原因として、利用方法の周知等が考えられ
るため、パンフレットの配布や説明会の開催等を行い周知徹底に努める。
利用者の声等を拾い上げ、今後の運行にフィードバックし、より利用しやすい公共交通へを改善
を行い、利用者の利用頻度の向上、新規利用者の増加を目指す。

【実施状況等】
予約制乗合バスについて、パンフレットの配布や説明会の実施、ダイヤ改正による利便性の向
上などを行ったが、目標達成まであと一歩であった。令和2年度より定時定路線型バスからデマン
ド型（予約制乗合バス）に移行を開始し、令和3年8月より町内全域でのデマンド型（予約制乗合バ
ス）の運行を開始した。予約というひと手間が必要なことから、当初は利用者数が伸び悩んだが、
利用者は増加傾向にある。4系統の一つである「西エリア」については、令和3年8月より運行を開
始したため、予約制乗合バスのシステムに慣れるまで利用者数が伸び悩んだ結果、目標を達成
することができなかった。
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